
  

 ディベートのルールを知ろう  
 
  

  ディベートは「ルールに則って行われる討論ゲーム」と言われています。小学校や 
中学校時代にやったことがある人も多いと思いますが、やり方は一通りだけではあり 
ません。思い出しながら、今回のディベートのルールを確認してみましょう。 

 

 
 
 
■「フォーマット（形式）」■  
 
 ★ 今回のディベートは、このような流れで進行していきます。 
 
 肯定側立論 → 否定側質疑 → 否定側立論 → 肯定側質疑 → 〈作戦タイム〉→ 
 
 → 否定側反駁 → 肯定側反駁 → 否定側最終弁論 → 肯定側最終弁論 
 
 
■ 立論・質疑・反駁の役割・ルール ■ 
 
 ★ ディベートは、質問に答える時間に自説の主張をしていけないなど、決められた時間内  

に決められた形式で進める討論です。それぞれの時間における形式を理解し、かみ合った 
 討論をできるようにしましょう。 

 
 
「立論」 
  論題（話し合いのテーマ）について、肯定・否定それぞれの立場で自分たちの意見を述べ 
 ること。意見の正当性を納得させられるだけの根拠も合わせて述べる。 
  根拠は何点あり、それがどのように肯定（否定）につながるかを簡潔に述べることが重要。 
  主張や根拠は、相手に反証の機会を十分に与えるため、原則として立論で提示されなくてはな
らない。立論で提示されなかった新しい主張・根拠を反駁や最終弁論の中で提示しても無効（『あ
と出し』と呼ばれる）となる。 
 
 
「質疑」 
  相手の立論に対して、問題点・疑問点をあらかじめ予測して用意しておき、相手の立論（主 
張）をつぶすために質問すること。質問された側はそれに応答する。 
  質疑は、一問一答形式行い、質問とそれに対する応答も時間に含まれる。ただし、時間管 
理の権利は質問する側にあり、質問する側の求めていない発言を応答する側が続けるような 
場合には、質問者は応答をさえぎって次の質問に進むことができる。  
 
 
「反駁」 
  「相手チームに対する批判」「相手チームからの批判に対する反論」を行い、相手の誤り 
 を証明し、自分達の正当性を訴えること。そのために、 
 ① 相手の質疑に対し答えられなかったことを改めて答える。 
 ② 自説の矛盾をついた相手の質問に対し反論する。 
 ③ 自分たちの立場の正統性を再確認する。 
 ④ 相手の論点の矛盾を指摘する。 
 などの方法で反駁する。 



「最終弁論」 
  反駁を含めて、最終的に自分たちの論理の正しさを整理して述べ、相手側の論理を否定し、 
自分たちの論理の優位性を聴衆に訴え判定を求める。ここまでの議論で述べなかった根拠や 
相手への批判は全て無効となる。 
 
 
■ フローシート ■ 
 
 ★ ディベート専用のメモ。審判（ジャッジ）が正しい判定を下すために、またディベータ  

ーが相手の論理の矛盾や弱点をつくいて討論するためにディベート進行中に書かなければ 
なりません。フローシートを書くにはいくつかコツがあります。 

 
「書き方のコツ」（「聞く力を付ける」の「メモを取ろう」のコラムを参照） 
 ○ かみ合った議論のやりとりは同じ列（真横）に書く。 
 ○ 何項目か列挙しているときは項目ごとに番号を付ける。（＝ナンバリング） 
 ○ 発言内容をひと言で表した「見出し」を付けて整理しやすくする。（＝ラベリング） 
 ○ 略号、矢印などを使って簡潔でわかりやすく書いていく。 
 
 
■ 判  定 ■ 
 
 ★ ディベートでは、「判定（ジャッジ）」もとても大切な要素です。正しくディベートを  
進めるためには正しく判定できなければなりません。 
 
「判定の下し方」 
 審判は「フローシート」を書きながら、「有効である」と判断できる内容には、シートのその発
言に○を付ける。非常に有効であれば大きな○、まずまず有効であれば小さな○、と有効性にも差
を付ける。 
 質疑や反駁を通してその発言の無効性が立証されれば、その○は抹消する。さらに、矛盾点が指
摘され説明できなければ×を付ける。このように論の進行に沿ってシート上に○や×を付け、最終
的に○が多く×の少ないチームに勝ちを宣告する。 
 
 
 
 

  
 フローシート 論題：「○年○組は自由座席にするべきである」肯定側       否定側        
 

 肯定立論  否定質疑  否定立論  肯定質疑  否定反駁  肯定反駁 

 ①ヤル気有－前席 
 ・学習効果アップ 
 ・近視も対応 
 
 ②友人－増 
 ・話す機会増 

 ・怠け助長？ 
  ○Ａ怠けは席に関 
  係なし 
 
 ・決まったｸﾞﾙで 
  固まる恐れは？ 
  ○Ａあるかもしれ 
 ない 

   
 
 

 ・特定のｸﾞﾙで集 
  →友人関係狭 
 ・友人は席だけで 
  決らない 

 
 

 ・席だけでは決× 
  友人関係も狭く 
  ならない 矛盾! 
 ・きっかけにはな 
  る  

   ①授業中 騒 
 ・仲良が集 私語 
 ・後席に集 
 
 ②先生が混乱  
 ・週１授業 顔× 

 ・席に関係なく私 
  語は×では？ 
  ○Ａ 現実には増 
 
 ・それは事実か？ 
  ○Ａそうなるので 
   は‥‥ 

 ・固定席  緊張○ 
 
 
   自由席  緊張× 

 

 


